
は

じ

め

に
江
戸
中
期
に
お
け
る

黒
本
・
青
本
『
五
衰
殿
熊
野
本
地
』

『
熊
野
権
現
霊
験
記
』
を
め
ぐ
っ
て
1

ー

熊
野
三
社
権
現
の
由
来
を
説

<
A熊
野
の
本
地
〉
は
、
『
神
道
集
』
に
、

同
内
容
の
本
地
物
語
が
載
る
こ
と
よ
り
、
南
北
朝
期
に
は
、
既
に
成
立
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
本
地
諌
は
、
室
町
後
期
か
ら
江

戸
初
期
に
か
け
て
は
、
絵
巻
・
奈
良
絵
本
・
写
本
と
し
て
ひ
ろ
く
行
わ
れ
、

版
本
と
し
て
も
種
々
の
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
説
経
浄
瑠
璃
に

も
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
の
正
本
は
、
享
保
ご
ろ
ま
で
版
行
さ
れ
て
い
く
。

熊
野
信
仰
宜
揚
の
た
め
の
こ
の
物
語
は
、
そ
の
時
代
の
要
請
に
応
え
つ

つ
、
形
態
を
変
え
な
が
ら
、
熊
野
山
伏
や
熊
野
比
丘
尼
が
活
躍
し
た
室
町

後
期
か
ら
桃
山
時
代
を
頂
点
と
し
て
、
南
北
朝
期
か
ら
江
戸
の
享
保
末
ご

ろ
ま
で
、
貴
紳
．
庶
民
の
関
心
を
捉
え
て
き
た
。

し
か
し
、
さ
し
も
の
隆
盛
を
誇
っ
た
熊
野
信
仰
も
、
そ
れ
を
都
市
に
紋

っ
て
み
れ
ば
、
江
戸
中
期
に
至
っ
て
は
、
伊
勢
信
仰
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ

る
。
こ
の
種
の
文
芸
の
盛
衰
は
、
対
象
と
す
る
神
へ
の
関
心
の
有
無
と
大

き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の

A

熊
野
の
本
地
〉
は
、
江
戸
庶

民
の
間
で
、
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

〈
熊
野
の
本
地
〉

と
勧
化
本

山

下

の
継
承
と
断
絶

宝
暦
・
明
和
期
を
中
心
に
し
て
刊
行
さ
れ
た
黒
本
・
青
本
の
な
か
に
は
、

本
地
謂
を
扱
う
も
の
か
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
そ
の
多
く
は
説
経
・
古
浄
瑠

璃
正
本
を
典
拠
と
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
談
義
僧
に
よ
っ

て
著
さ
れ
た
勧
化
本
の
な
か
に
も
、
か
っ
て
の
説
経
・
古
浄
瑠
璃
が
取
り

上
げ
た
話
柄
と
同
じ
も
の
が
み
ら
れ
る
。

〈
熊
野
の
本
地
〉
を
扱
う
黒
本
・
青
本
に
『
五
衰
殿
熊
野
本
地
』
が
あ

り
、
勧
化
本
に
『
熊
野
権
現
霊
験
記
』
が
あ
る
。
両
書
は
と
も
に
説
経
正

本
を
典
拠
と
す
る
が
、
黒
本
・
青
本
『
五
衰
殿
熊
野
本
地
』
で
は
、
説
経

浄
瑠
璃
に
お
い
て
主
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
女
人
の
嫉

妬
の
場
面
お
よ
び
胎
内
十
月
の
由
来
を
説
く
場
面
を
省
略
し
、
勧
化
本

『
熊
野
権
現
霊
験
記
』
で
は
、
後
者
の
説
明
と
し
て
新
た
に
『
父
母
恩
重

経
』
の
説
を
援
用
す
る
。

黒
本
•
青
本
は
、
最
も
庶
民
に
密
着
し
た
読
物
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

勧
化
本
は
、
夜
談
義
の
台
本
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
と
い
う
も
の
の
読
物

と
し
て
は
仏
教
色
が
強
く
仏
典
の
引
用
な
ど
も
あ
っ
て
か
な
り
高
度
な
内

容
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
同
時
期
に
著
さ
れ
た
性
格
の
異
な
っ
た
二
作
品

に
つ
い
て
、
省
略
あ
る
い
は
増
補
さ
れ
た
ふ
た
つ
の
場
面
を
視
座
に
据

琢

巳

- 1 -



え
、
説
経
正
本
と
の
比
較
を
通
し
て
〈
熊
野
の
本
地
〉
の
継
承
と
断
絶
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

一
、
説
経
正
本
『
熊
野
之
御
本
地
」
か
ら
黒
本
・
青
本
「
五

衰
殿
熊
野
本
地
」
、
勧
化
本
『
熊
野
権
現
霊
験
記
」
へ

絵
巻
・
奈
良
絵
本
・
写
本
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
〈
熊
野
の
本
地
〉
は
、

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
版
本
と
し
て
も
流
布
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し

て
、
こ
の
物
語
は
、
本
地
物
を
そ
の
素
材
の
大
部
分
と
す
る
説
経
浄
瑠
璃

と
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
〈
熊
野
の
本
地
〉
を
扱
う
説
経
正
本
と
し

て
は
、
次
の
五
種
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

で

1
)

A
.
『
こ
す
い
天
』
万
治
ご
ろ
刊

・
『
熊
野
之
御
本
地
』
宝
永
ご
ろ
鱗
形
屋
孫
兵
衛
刊
天
満
八
太
夫
正
本

B
.
『
熊
野
之
権
現
記
こ
す
い
て
ん
』
万
治
元
年
さ
う
し
や
九
兵
衛
刊

・
『
ご
す
い
で
ん
』
享
保
ご
ろ
惣
兵
衛
刊
佐
渡
七
太
夫
豊
孝
正
本

(3)-

・
『
ご
す
い
で
ん
』
元
禄
ご
ろ
刊

A
の
系
統
は
、
室
町
時
代
物
語
の
〈
熊
野
の
本
地
〉
諸
本
と
大
筋
に
お

い
て
一
致
す
る
が
、

B
の
系
統
は
、
万
治
元
年
版
と
元
禄
ご
ろ
版
は
第
一

段
に
、
惣
兵
衛
版
は
第
二
段
に
、
金
平
浄
瑠
璃
風
の
合
戦
の
場
面
が
物
語

の
本
筋
と
は
無
関
係
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

B
の
系
統
に
は
金
平
風
操
り

浄
瑠
璃
の
ひ
と
つ
の
見
せ
場
と
し
て
の
定
型
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
説
経
と
し
て
は

A
の
系
統
が
古
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

(
4
)
 

い
る
。本

稿
で
問
題
と
す
る
黒
本
・
青
本
そ
し
て
勧
化
本
の
典
拠
と
考
え
ら
れ
、

(
5
)
 

初
世
鳥
居
清
信
画
と
推
定
さ
れ
る
挿
絵
を
持
つ
鱗
形
屋
孫
兵
衛
刊
『
熊
野

A

熊
野
の
本

之
御
本
地
』
の
梗
概
に
触
れ
て
、
説
経
正
本
に
描
か
れ
た

地
〉
の
あ
ら
ま
し
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

中
天
竺
摩
詞
陀
国
の
千
ざ
い
王
に
は
、
千
人
の
后
が
あ
っ
た
が
、
末

の
后
で
あ
る
千
王
女
を
寵
愛
し
、
千
王
女
は
や
が
て
懐
妊
す
る
。
他

の
后
た
ち
は
こ
れ
を
妬
み
、
さ
ま
ぢ
ま
な
手
立
て
を
企
て
て
、
千
王

女
を
五
衰
殿
か
ら
追
い
遣
る
。
千
王
女
は
、
深
い
山
中
で
王
子
を
出

産
し
、
首
を
打
た
れ
る
が
、
王
子
は
骸
か
ら
出
る
乳
と
山
中
の
獣
に

守
ら
れ
て
成
長
す
る
。
王
子
七
オ
の
時
、
祇
園
精
舎
の
ち
け
ん
上
人

に
見
出
さ
れ
、
十
三
オ
の
時
、
と
も
に
千
王
女
十
三
回
忌
の
法
要
の

た
め
五
衰
殿
に
赴
き
、
大
王
と
対
面
し
て
事
の
一
部
始
終
を
語
る
。

事
実
を
知
っ
た
大
王
は
本
国
を
厭
い
、
王
子
・
千
王
女
の
御
首
・
上

人
ら
と
と
も
に
日
本
に
渡
っ
て
、
紀
伊
国
音
無
川
の
ほ
と
り
に
跡
を

垂
れ
熊
野
権
現
と
顕
れ
た
。

黒
本
・
青
本
の
中
に
、
本
地
物
・
縁
起
物
と
し
て
認
め
る
べ
き
も
の
が

あ
る
こ
と
を
、
は
や
く
筑
土
鈴
寛
氏
は
、
『
日
本
文
学
大
辞
典
』
の
「
本

地
物
」
の
項
で
、
九
種
の
作
品
を
あ
げ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

黒
本
の
発
生
説
と
し
て
、
説
経
・
古
浄
瑠
璃
正
本
が
、
元
禄
以
後
、
読

本
浄
瑠
璃
と
い
う
「
害
騨
が
正
本
ら
し
く
見
せ
か
け
て
発
行
し
た
絵

(7) 

入
本
」
に
形
を
変
え
て
流
布
し
、
こ
の
六
段
本
が
、
「
段
々
と
流
れ
流
れ

(
8
)
 

て
、
遂
に
草
双
紙
の
淵
に
落
込
ん
で
、
黒
本
の
濫
崩
と
な
っ
た
」
と
の
見

解
が
あ
る
。
説
経
浄
瑠
璃
の
殆
ど
は
本
地
物
を
扱
う
が
、
害
写
・
伝
承
に

よ
る
物
語
の
継
承
と
は
別
に
、
室
町
時
代
物
語
の
一
部
は
、
本
文
を
継
承

し
つ
つ
そ
の
形
態
を
時
代
と
と
も
に
変
化
さ
せ
て
生
き
延
び
、
宝
暦
・
明

和
期
に
黒
本
・
青
本
と
い
う
形
を
と
っ
て
終
焉
を
迎
え
る
。

〈
熊
野
の
本
地
〉
を
扱
っ
た
「
絵
入
本
（
六
段
本
）
」
は
、
現
在
、
確
認
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す
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
赤
本
、
黒
本
・
青
本
と
し
て
次
の
二
作
品
が

あ
る
。

・
赤
本
『
御
す
い
で
ん
』
（
烏
居
清
信
画
、
刊
年
・
版
元
未
詳
）

(
9
}
 

•
黒
本
・
青
本
＝
ユ
衰
殿
熊
野
本
地
』
（
鳥
居
清
満
画
、
宝
暦
十
一
年

鱗
形
屋
刊
）

赤
本
『
御
す
い
で
ん
』
は
、
渋
井
清
氏
が
、
「
近
世
小
説
と
挿
紐
」

に
、
「
御
す
い
で
ん
下
」
と
あ
る
絵
題
策
と
「
烏
居
清
信
」
と
の
著
名
が

あ
る
半
丁
の
写
真
二
葉
を
赤
本
の
一
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で

現
在
そ
の
所
在
は
明
ら
か
で
な
い
。
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
推

測
の
域
を
出
な
い
が
こ
の
種
の
赤
本
と
し
て
、
お
そ
ら
く
、
説
経
正
本
あ

る
い
は
六
段
本
の
い
づ
れ
か
の
筋
を
簡
略
に
逐
っ
た
も
の
で
、
詞
章
よ
り

は
、
絵
に
璽
ぎ
を
置
い
た
絵
本
と
し
て
の
性
格
の
強
い
作
品
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
黒
本
・
青
本
『
五
衰
殿
熊
野
本
地
』
三
巻
三
冊
は
、
東
洋

岩
崎
文
庫
蔵
本
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
本
（
〔
五
す
い
で
ん
〕
青
本
集

第
五
冊
）
の
二
本
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
享
保
か
ら
安
永
期
に
か
け
て
は
、
勧
化
本
と
呼
ば
れ
る
作
品
群

が
出
版
さ
れ
る
。
そ
の
題
材
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
か
っ
て
の
室
町
時
代
物

語
、
仮
名
草
子
、
説
経
浄
瑠
璃
、
古
浄
瑠
瑞
な
ど
が
扱
っ
た
も
の
で
、
そ

の
多
く
は
、
読
物
と
し
て
行
な
わ
れ
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
夜
談
義
の
場

-11] 

で
談
義
僧
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
浄
瑠
璃
に
於
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
題
材
が
錯
綜
し
た
筋
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
登
場
人
物
に

新
た
な
視
点
か
ら
の
解
釈
を
施
し
た
新
趣
向
が
庶
民
の
評
判
を
取
っ
て
い

だ
勧
化
本
は
、
こ
れ
ら
の
人
気
作
に
つ
き
つ
つ
、
も
う
一
度
原
典
に
還

っ
て
、
物
語
の
筋
を
忠
実
に
辿
り
、
因
果
応
報
思
想
を
と
り
い
れ
て
物
語

を
再
構
築
し
、
物
語
の
展
開
の
う
え
で
関
連
し
た
仏
教
説
話
・
仏
典
を
加

え
て
い
く
。
説
経
・
古
浄
瑠
璃
ま
で
で
一
時
途
絶
え
た
室
町
時
代
物
語
の

流
れ
は
こ
こ
に
き
て
勧
化
本
に
よ
っ
て
仏
教
理
論
を
纏
っ
て
再
現
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

〈
熊
野
の
本
地
〉
を
扱
っ
た
勧
化
本
に
深
蓮
社
誓
誉
の
『
勧
化
五
衰
殿
』

(12) 

『
勧
化
五
衰
殿
附
録
』
（
と
も
に
宝
暦
七
年
刊
）
が
あ
る
。
両
書
と
も
に
現

在
そ
の
所
在
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
勧
化
本
の
一
部
は
、
寛
政
年

間
に
入
っ
て
再
版
さ
加
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
鯰
印
譴
熊
野
権
現
霊
験

記
』
（
半
紙
本
五
冊
、
寛
政
十
一
年
己
未
初
秋
発
行
、
浪
華
書
林
心
斎
橋

通
開
物
町
南
へ
入
河
内
屋
太
助
／
平
安
書
林
御
幸
町
通
御
池
下
ル
町
銭
屋

吉
兵
衛
、
筑
波
大
学
付
屈
図
書
館
蔵
）
が
、
『
勧
化
五
衰
殿
』
の
改
題
再

i

、
14}

摺
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
熊
野
権
現
霊
験
記
』
は
、
序
・
跛
を
欠
く
も
の
の
そ
の
文
中
に
「
委
ク

附
録
二
出
セ
リ
」
「
委
ク
予
晴
明
伝
記
二
出
ス
」
と
の
記
述
が
見
え
る
。

こ
こ
に
い
う
「
附
録
」
と
は
、
『
勧
化
五
衰
殿
附
録
』
の
こ
と
で
あ
り
、

「
晴
明
伝
記
」
と
は
、
同
じ
誓
音
の
勧
化
本
『
安
倍
仲
暦
入
唐
記
』
（
宝
暦

十
年
序
、
京
寺
町
五
条
上
ル
町
梅
村
判
兵
衛
／
江
戸
芝
神
明
前
奥
村
喜
兵

衛
刊
）
と
と
も
に
二
部
作
を
な
す
『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
（
宝
暦
七
年
・
芝

神
明
前
奥
村
喜
兵
衛
刊
）
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ほ
ぼ
同
時
期
に
著
さ
れ
た
二
作
品
の
う
ち
黒
本
・
青
本
『
五
衰
殿

熊
野
本
地
』
の
上
巻
は
、
宝
永
ご
ろ
鱗
形
屋
孫
兵
衛
刊
の
説
経
正
本
『
熊

野
之
御
本
地
』
を
忠
実
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
熊
野
権
現
霊
験
記
』
は
、
大
筋
で
は
、
先
に
記
し
た

〈
熊
野
の
本
地
〉
と
類
似
す
る
が
、
新
た
に
、
芙
蓉
が
梵
摩
達
王
六
十
才

の
と
き
須
達
長
者
の
後
胤
哀
慾
長
者
の
娘
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
、
見

ぬ
恋
に
こ
が
れ
た
宣
財
大
王
の
た
っ
て
の
望
み
で
入
内
し
宣
應
夫
人
と
召
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さ
れ
る
と
い
う
発
端
部
、
ま
た
、
野
慶
王
と
后
達
の
命
を
受
け
て
宣
應
夫

人
を
山
中
に
連
れ
出
し
た
般
呂
が
、
山
神
が
取
り
憑
い
た
か
の
よ
う
に
他

の
官
人
た
ち
を
切
り
廻
し
て
夫
人
を
助
け
、
夫
人
亡
き
あ
と
太
子
を
養
育

す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
夫
人
十
三
回
忌
の
使
者
と
し
て
波
羅
支
那
寺
に
来

た
梵
摩
達
王
と
夢
路
丸
の
対
面
と
い
う
祖
父
と
孫
の
夫
人
を
回
想
し
て
の

愁
嘆
場
な
ど
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
地
證
の
終
わ
り
を
「
蟻

ノ
熊
野
参
リ
迄
悉
ク
物
語
二
有
難
シ
ト
信
ズ
ル
耳
へ
突
貫
入
相
ノ
鐘
二
夢

ハ
サ
メ
タ
リ
」
と
結
ん
で
時
代
を
現
在
に
戻
し
こ
れ
が
、
側
に
臥
し
て
い

た
「
熊
野
山
勧
進
ノ
比
丘
尼
」
に
よ
っ
て
見
た
老
婆
の
夢
物
語
で
あ
っ
た

と
す
る

Q

『
熊
野
権
現
霊
験
記
』
に
記
さ
れ
る
本
地
諏
は
、
宜
應
夫
人
十
三
回
忌

の
時
、
夫
人
の
霊
魂
が
智
見
尊
者
の
祈
り
に
よ
っ
て
黄
泉
帰
り
す
る
こ
と

が
、
元
和
本
系
・
丹
緑
本
系
・
杭
全
本
「
熊
野
の
本
地
」
と
共
通
す
る
。

し
か
し
、
宣
財
大
王
の
二
人
の
臣
下
の
名
を
「
野
武
美
ノ
梵
摩
達
王
、
奥

見
ノ
野
慶
王
」
と
す
る
こ
と
や
、
智
見
尊
者
の
も
と
で
修
業
す
る
夢
路
丸

が
十
三
オ
の
お
り
、
夢
に
宣
應
夫
人
が
顕
れ
て
そ
の
過
去
と
現
在
を
語
る

と
い
う
点
が
説
経
正
本
に
類
似
す
る
。

『
熊
野
権
現
霊
験
記
』
に
は
、
勧
化
本
と
し
て
の
結
構
が
施
さ
れ
、
作

者
誓
誉
は
、
物
語
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
諸
本
を
参
考
に
し
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
が
、
一
番
の
拠
り
所
と
し
た
の
は
、
説
経
正
本
で
あ
っ
た
と

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

宝
暦
期
、
へ
熊
野
の
本
地
〉
を
扱
う
黒
本
・
青
本
『
五
衰
殿
熊
野
本
地
』
、

勧
化
本
『
熊
野
権
現
霊
験
記
』
は
、
と
も
に
説
経
正
本
を
も
と
と
す
る
。

し
か
し
、
説
経
正
本
の
本
文
を
利
用
し
て
、
忠
実
な
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
化
を

行
な
羞
沿
•
青
本
「
五
衰
殿
熊
野
本
地
』
に
於
い
て
も
、
典
拠
の
后
た

ち
の
妬
み
に
よ
る
報
復
を
描
い
た
場
面
が
大
幅
に
簡
略
化
さ
れ
、
五
衰
殿

女
御
が
首
を
切
ら
れ
る
に
臨
ん
で
自
ら
官
人
に
向
か
っ
て
胎
内
十
月
の
変

化
を
述
べ
る
場
面
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
勧
化
本
『
熊
野
権
現
霊
験
記
』

で
は
、
こ
の
ふ
た
つ
の
場
面
で
特
に
意
味
付
け
を
行
な
っ
た
り
、
経
典
の

説
を
引
用
し
て
の
補
強
が
な
さ
れ
て
い
る
。
説
経
正
本
が
黒
本
・
青
本
ま

た
は
勧
化
本
へ
と
形
態
を
変
え
た
と
き
、
何
故
こ
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
う
わ
な
り
妬
み
の
物
語

〈
熊
野
の
本
地
〉
で
、
千
王
女
五
衰
殿
の
女
徊
が
、
苦
難
を
体
験
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
の
は
、
大
王
の
寵
愛
を
一
身
に
受
け
あ
ま
つ
さ
え
そ

の
子
を
身
籠
も
っ
た
め
に
、
寵
の
衰
え
た
他
の
后
た
ち
が
嫉
妬
し
た
こ
と

に
よ
る
。

丹
緑
本
『
く
ま
の
、
ほ
ん
ち
』
の
末
尾
に
は
、
「
こ
れ
を
き
か
ん
人
は

う
わ
な
り
ま
こ
ナ
を
、
に
く
む
へ
か
ら
す
。
ほ
ん
ぢ
の
は
じ
め
、
こ
の
ゆ

へ
な
り
」
と
あ
り
、
こ
の
本
地
諜
を
後
妻
が
本
妻
の
子
を
憎
む
の
を
戒
め

る
物
語
と
捉
え
る
。
打
ち
捨
て
ら
れ
た
后
た
ち
が
、
最
後
に
寵
愛
を
受
け

た
女
御
を
妬
む
と
い
う
図
式
は
、
継
子
い
じ
め
と
い
う
よ
り
は
、
う
わ
な

り
妬
み
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
両
者
は
戒
め
る
べ
き
女
人
の
性
と
し

て
近
い
関
係
に
お
い
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

説
経
正
本
『
熊
野
之
御
本
地
』
初
段
の
後
半
よ
り
一
一
段
目
全
段
に
わ
た

っ
て
は
、
五
衰
殿
女
御
の
た
め
に
帝
の
寵
が
遠
の
い
た
千
人
の
后
た
ち

か
、
相
人
に
五
衰
殿
女
御
の
乃
チ
ん
だ
子
を
悪
王
子
と
占
わ
せ
る
場
面
、
お

よ
び
、
千
人
の
后
た
ち
が
、
醜
い
女
房
を
集
め
て
赤
い
衣
装
を
着
せ
、
顔

を
も
赤
く
塗
ら
せ
て
頭
に
鉄
輪
を
戴
か
せ
、
太
鼓
を
打
た
せ
て
、
五
衰
殿
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の
前
後
で
、
女
御
の
卒
ん
だ
子
か
悪
王
子
で
あ
る
と
叫
ば
せ
る
場
面
が
あ

る
。
し
か
し
、
黒
本
・
青
本
『
五
衰
殿
熊
野
本
地
j

で
は
、
こ
の
女
人
の

嫉
妬
に
よ
る
執
拗
な
ま
で
の
報
復
を
描
い
た
部
分
を
、
「
千
人
の
き
さ
ぎ

た
ち
、
い
き
ど
お
り
ふ
か
く
、
此
千
わ
う
女
五
す
い
で
ん
を
う
し
な
は
ば

や
と
、
さ
ま
人
＼
て
だ
て
を
め
ぐ
ら
し
」
と
の
み
記
す
に
と
ど
ま
る
。

「
熊
野
権
現
霊
験
記
』
巻
之
二
に
は
、
寵
愛
が
遠
退
い
た
連
華
夫
人
、

荷
葉
夫
人
、
羅
綾
夫
人
を
は
じ
め
と
し
て
六
十
余
人
の
后
た
ち
が
口
を
揃

え
て
そ
の
心
境
を
述
べ
る
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
巻
之
三
で
は
、
宣
應
夫

人
を
寵
愛
し
て
政
を
顧
み
な
い
王
に
対
し
て
、
野
慶
王
の
口
を
借
り
て

「
君
ハ
正
二
萬
乗
ノ
位
二
在
テ
天
下
ノ
民
ノ
父
母
タ
リ
、
爾
ル
ニ
玉
膿
ヲ

恣
二
持
崩
シ
玉
ヒ
、
剰
へ
夫
人
一
人
ノ
為
二
萬
民
ヲ
捨
玉
フ
カ
ヤ
、
ア
ラ

浅
猿
ノ
叡
慮
ヤ
」
と
述
べ
る
。
作
者
の
眼
は
、
打
ち
捨
て
ら
れ
た
女
人
の

心
に
も
む
け
ら
れ
、
王
た
る
者
の
一
人
の
女
人
に
耽
溺
す
る
こ
と
へ
の
弊

害
へ
と
説
き
及
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
説
経
正
本
に
は
な
か

っ
た
も
の
で
あ
り
当
世
の
浄
瑠
璃
と
の
交
渉
が
考
え
ら
れ
が
、
野
慶
王
の

力
を
借
り
た
后
た
ち
の
宣
應
夫
人
へ
の
謀
略
は
、
省
略
さ
れ
る
こ
と
な
く

描
か
れ
る
。
そ
し
て
、
巻
之
五
空
舟
に
乗
っ
て
日
本
へ
渡
ろ
う
と
す
る
宜

財
大
王
、
太
子
、
智
見
尊
者
の
あ
と
を
お
っ
た
后
た
ち
の
死
骸
が
蟻
と
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
註
を
つ
け
る
。

蓮
華
夫
人
ヲ
始
メ
毎
夜
夢
ミ
玉
フ
ハ
、
八
人
ノ
王
八
方
二
現
ハ
レ
我

ヲ
責
玉
フ
ハ
其
言
二
云
ク
、
汝
等
何
ゾ
人
ノ
愛
ヲ
奪
ヒ
人
ノ
好
事
ヲ

妬
ム
ヤ
、
是
證
譲
二
背
ク
、
證
ハ
橙
譲
ト
テ
好
事
ヲ
人
ニ
ュ
ヅ
ル
コ

ソ
道
ナ
ル
ヲ
、
人
ノ
愛
ヲ
奪
フ
心
ヨ
リ
人
ヲ
害
ス
、
其
罪
軽
カ
ル
ベ

カ
ラ
ズ
ト
毎
夜
々
々
セ
メ
玉
フ
ト
夢
見
玉
フ
ガ
故
二
、
此
二
来
リ
テ

死
シ
去
リ
蟻
ト
ナ
ル
、
蟻
卜
云
虫
ハ
道
ヲ
譲
リ
證
譲
ヲ
以
テ
ス
、
虫

片
二
義
ノ
字
ヲ
書
テ
ア
リ
ト
訓
セ
、
末
世
ノ
今
堂
子
ノ
言
二
蟻
ノ
熊

野
参
卜
云
ハ
是
ノ
云
欺
。

后
た
ち
が
蟻
に
な
っ
た
と
す
る
の
は
、
説
経
正
本
の
な
か
で
は
鱗
形
屋

版
の
み
で
、
惣
兵
衛
版
・
元
禄
ご
ろ
版
は
「
烏
」
、
室
町
時
代
物
語
諸
本
で

-16) 

は
「
あ
か
む
し
」
と
す
る
。
こ
れ
を
「
蟻
の
熊
野
参
り
」
に
結
び
付
け
る

の
は
、
作
者
の
附
会
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
註
の
あ
る
こ
と
は
、
作
者
が

〈
熊
野
の
本
地
〉
に
女
人
の
嫉
妬
へ
の
戒
め
を
読
み
取
っ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。物

語
の
方
法
と
し
て
、
戒
め
と
す
べ
き
事
は
、
具
休
的
描
写
を
と
も
な

っ
て
特
に
強
調
さ
れ
て
表
現
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
女
人
の
嫉
妬
へ
の

戒
め
を
説
く
た
め
に
は
、
嫉
妬
に
よ
る
行
動
が
で
き
る
だ
け
負
の
価
値
を

持
つ
よ
う
に
描
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勧
化
本
で
仏
教
の
戒
め
と
す

る
女
人
の
嫉
妬
が
、
特
に
註
を
付
け
て
読
者
の
喚
起
を
促
し
て
ま
で
し
て

描
か
れ
る
の
は
当
然
と
し
て
、
説
経
正
本
で
一
段
以
上
を
費
や
す
こ
の
場

面
が
、
黒
本
・
青
本
『
五
衰
殿
熊
野
本
地
』
で
は
、
大
幅
に
簡
略
化
さ
れ

て
い
る
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
。

昔
話
の
な
か
に
継
子
い
じ
め
の
み
が
あ
っ
て
、
う
わ
な
り
妬
み
の
な
い

理
由
に
つ
い
て
、
松
本
隆
信
氏
は
、
近
世
以
後
、
昔
話
の
聴
衆
の
年
令
層

が
次
第
に
若
く
な
り
、
う
わ
な
り
妬
み
の
よ
う
な
話
は
、
「
子
供
を
対
象

(17) 

と
す
る
に
は
甚
だ
ふ
さ
わ
し
く
な
い
題
材
」
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ

る
。
黒
本
・
青
本
が
児
童
絵
本
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

女
人
の
あ
か
ら
さ
ま
な
嫉
妬
に
よ
る
行
為
を
好
ま
し
く
な
い
も
の
と
し
て

省
略
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
黒
本
・
青
本
で
読
者
と
し
て
子
供
が
意
識
さ
れ
た
と
き
、

そ
の
一
部
を
欠
落
さ
せ
て
い
く
と
い
う
事
実
は
、
〈
熊
野
の
本
地
〉
が
、
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一
、
胎
内
十
月
の
由
来
の
扱
い

説
経
正
本
か
ら
黒
本
・
青
本
へ
と
形
態
を
変
え
た
と
き
質
的
変
化
を
も
と

も
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
黒

本
・
青
本
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
〈
熊
野
の
本
地
＞
に
は
、
丹
緑
本
が
記

す
よ
う
な
う
わ
な
り
妬
み
を
戒
め
る
物
語
と
し
て
の
性
格
が
希
薄
と
な

り
、
こ
の
本
地
障
が
伝
承
各
れ
て
き
た
意
味
の
ひ
と
つ
が
失
わ
れ
て
い
く

の
で
あ
る
。

ヘ
熊
野
本
地
〉
の
な
か
で
異
様
な
色
彩
を
帯
び
て
い
る
の
は
、
先
の
后

達
に
よ
る
報
復
の
場
面
と
と
も
に
、
山
中
で
出
産
し
た
王
子
が
母
の
骸
の

乳
を
吸
い
獣
た
ち
の
守
護
に
よ
っ
て
成
長
す
る
と
い
う
く
だ
り
で
あ
る
。

筑
土
鈴
寛
氏
は
、
〈
熊
野
の
本
地
〉
と
〈
厳
島
の
本
地
＞
の
基
底
に
あ

る
土
俗
信
仰
に
つ
い
て
「
此
本
地
に
於
て
も
、
最
も
主
要
な
る
点
は
、
御

す
い
で
ん
の
姫
、
又
云
、
あ
し
び
ぎ
の
宮
の
、
山
の
産
育
で
あ
ろ
う
。
是

は
こ
れ
御

1
の
誕
生
で
あ
る
。

IIJ
と
産
育
、
山
と
女
性
の
信
仰
が
此
二
本

地
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

A

熊
野
の
本
地
〉
成
立
の
土

壌
と
し
て
iJJ
の
神
を
出
産
の
守
り
神
と
す
る
民
俗
信
佃
が
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
山
中
で
の
女
御
の
出
産
と
王
子
の
生
育
は
、
こ
の
本
地
謁
の
核
心
を

な
す
部
分
と
い
え
る
。

語
り
の
文
芸
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
物
語
の
重
要
な
場
面
に
説
明
が

入
る
こ
と
が
あ
る
。
説
経
正
本
四
段
目
に
は
、
千
人
の
后
達
の
は
か
り
ご

と
に
よ
っ
て
巾
中
に
連
れ
出
さ
れ
た
五
衰
殿
女
御
が
、
首
を
斬
ら
れ
る
に

臨
ん
で
、
自
ら
官
人
に
向
か
っ
て
、
「
さ
れ
ば
人
間
の
出
生
す
る
初
を
、

あ
ら
／
＼
か
た
り
て
開
せ
ん
。
先
母
の
た
い
内
に
や
と
る
初
の
月
は
、
ふ

た
う
の
け
に
て
、
と
つ
こ
の
姿
を
ひ
や
う
せ
り
。
さ
れ
は
ふ
た
う
と
い
ふ

―
つ
の
お
さ
あ
い
力
を
重
る
と
か
け
り
。
＜
げ
ん
も
く
せ
ん
三
あ

く
と
う
に
、
ま
よ
ひ
出
る
初
也
」
以
下
、
胎
児
の
十
ヵ
月
の
変
化
を
仏
菩

元

19)

薩
と
そ
の
形
象
に
当
て
て
述
べ
る
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

挿
絵
に
は
、
上
段
に
「
不
動
・
釈
迦
・
文
殊
・
普
賢
・
地
蔵
・
弥
勒
・
桑

師
・
観
音
・
勢
至
・
阿
弥
陀
」
を
配
し
、
下
段
に
「
初
月
ー
錫
杖
、
二
月

目
ー
独
鈷
、
三
月

H
I三
鈷
、
四
月
目
ー
五
鈷
、
五
月
目
ー
鈴
、
六
月
目

i
十
月

H
ー
人
の
形
」
を
当
て
る
と
い
う
胎
内
十
月
の
図
を
載
せ
る
。

(20) 

元
禄
か
ら
宝
永
頃
の
歌
祭
文
を
巣
め
た
『
新
編
歌
祭
文
集
』
の
五
五

に
、
「
懐
胎
十
月
胎
内
さ
が
し
」
が
あ
り
、
説
経
正
本
と
同
様
の
記
述
を

載
せ
て
「
人
間
一
代
廿
五
有
の
そ
の
中
に
、
人
よ
り
貴
き
も
の
も
な
し
。

皆
仏
性
を
具
へ
た
り
」
と
す
る
。
説
経
節
や
中
世
か
ら
近
世
初
期
に
か
け

て
山
伏
に
よ
っ
て
芸
能
化
さ
れ
た
歌
祭
文
で
は
、
懐
妊
と
い
う
女
性
だ
け

の
持
つ
神
秘
を
説
明
し
、
産
婦
を
安
心
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
胎
内
十
月

の
由
来
が
説
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
説
は
、
女
性

用
諸
礼
を
記
し
た
実
用
書
で
あ
る
『
女
重
宝
記
』
（
元
禄
五
年
刊
）
、
『
嫁

要
重
宝
記
』
（
元
禄
十
年
刊
）
、
『
女
重
宝
記
大
成
』
（
元
禄
十
三
年
刊
）
、

『
小
児
必
要
記
』
（
元
禄
十
六
年
刊
）
な
ど
に
も
引
用
さ
れ
て
流
布
し
て
い

＜
 し

か
し
、
説
経
正
本
に
お
い
て
、
語
り
手
が
聴
者
を
意
識
し
て
、
物
語

の
流
れ
の
中
で
増
補
し
、
重
宝
記
物
に
も
多
大
の
影
響
を
与
え
た
胎
内
十

月
の
由
来
が
、
焦
本
・
青
本
『
五
衰
殿
熊
野
本
地
』
で
は
、
ま
っ
た
＜
省

略
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
仏
十
月
守
護
の
説
を
説
経
正
本
と
同
時
代
の
医
学
書
つ
い
て
見
れ

ば
、
『
婦
人
寿
草
』
（
香
月
啓
益
著
、
元
禄
五
年
自
序
、
宝
永
三
年
刊
）
で

、
、
、
、
、

は
、
「
其
月
々
の
守
護
の
仏
あ
り
な
と
い
ふ
説
、
生
下
未
分
抄
と
い
ふ
害

も
し
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に
み
え
た
れ
と
も
」
と
原
典
を
あ
げ
つ
つ
も
、
既
に
こ
れ
を
「
あ
や
し
き

事
の
み
に
て
と
る
に
た
ら
さ
る
事
也
」
と
否
定
し
て
い
る
。
宝
暦
期
に
入

る
と
、
蘭
学
者
山
脇
東
洋
が
、
解
剖
を
行
な
っ
て
『
臓
志
』
（
宝
暦
九
年

刊
）
を
著
す
が
、
南
部
八
戸
の
医
者
で
オ
ラ
ン
ダ
事
情
に
も
通
じ
て
い
た

安
藤
昌
益
は
、
『
統
道
真
伝
』
（
宝
暦
二
年
頃
成
稿
）
の
な
か
で
、
人
間
五

体
の
生
成
を
「
第
一
月
の
図
解
」
か
ら
「
＋
月
誕
生
の
図
解
」
に
分
け
て

科
学
的
な
解
明
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
明
和
期
に
な
る
と
実
証
的
な
産
科

医
賀
川
玄
悦
の
『
子
玄
子
産
論
』
（
明
和
二
年
刊
）
が
出
る
。

懐
胎
の
神
秘
は
、
宝
暦
・
明
和
に
な
る
と
医
学
的
に
解
明
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
が
、
文
学
に
目
を
移
せ
ば
、
胎
児
十
月
の
由
来
を
扱
っ
た
黒
本
・

青
本
『
〔
た
い
内
十
月
〕
』
（
富
川
房
信
画
、
刊
年
未
詳
鶴
屋
刊
）
や
上
方

絵
本
『
懐
胎
誕
生
楽
』
（
画
者
・
刊
年
未
詳
）
で
は
、
仏
菩
薩
が
胎
児
を
造

っ
て
い
く
さ
ま
が
戯
化
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
や
や
下
る
が
風
来
山
人

の
『
放
屁
論
後
編
』
（
安
永
六
年
序
）
に
は
、
「
当
時
諸
方
に
て
評
判
の

、
、
、
、
、

品
々
は
、
飛
ん
だ
霊
宝
珍
し
き
物
、
十
月
の
胎
内
千
里
の
車
」
と
あ
っ
て

「
胎
児
の
十
ヵ
月
間
の
過
程
を
つ
く
り
物
に
し
た
見
世
痴
」
と
も
な
っ
て

西

い
た
。
ま
た
、
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
黄
表
紙
『
黄
金
山
福
蔵
実

g
』
（
林

生
撰
、
鳥
居
清
経
画
）
で
は
、
椙
蔵
が
、
懐
妊
し
た
女
性
の
腹
部
を
「
コ

シ
フ
ヲ
ン
」
と
い
う
遠
め
が
ね
で
覗
巻
、
「
は
す
の
は
の
や
う
な
も
の
を

か
ぶ
つ
て
ご
ざ
り
ま
す
。
初
月
し
ら
つ
ゆ
の
ご
と
し
。
ぶ
つ
せ
つ
の
と
を

り
し
や
く
じ
ゃ
う
に
ち
が
い
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
三
こ
五
こ
の
あ
た
り
が

わ
か
り
か
ね
る
と
こ
ろ
さ
」
と
い
う
が
、
こ
こ
に
は
も
は
や
懐
胎
と
仏
菩

薩
を
結
ぴ
つ
け
た
敬
虔
な
感
情
は
見
ら
れ
な
い
。
宝
暦
か
ら
安
永
の
江
戸

庶
民
に
と
っ
て
、
説
経
正
本
に
記
さ
れ
る
胎
児
十
月
の
由
来
は
、
胎
児
出

生
の
説
明
と
し
て
は
も
は
や
滑
稽
な
も
の
と
し
か
受
け
と
め
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

五
衰
殿
女
御
が
、
自
ら
胎
内
十
月
の
変
化
を
述
べ
る
と
い
う
箇
所
は
、

趣
向
の
上
で
一
部
説
経
正
本
と
の
類
似
を
持
つ
室
町
末
の
奈
良
絵
本
『
熊

野
の
本
地
』
（
蜆
川
第
一
氏
蔵
）
の
、
女
御
懐
妊
の
折
、
病
気
か
と
心
配

す
る
女
房
た
ち
を
尻
目
に
侍
女
「
つ
は
む
」
が
笑
い
な
が
ら
、
「
た
か
き

も
い
や
し
き
も
、
は
ら
み
つ
わ
る
と
申
て
、
月
の
さ
は
り
と
ま
り
て
、
し

は
し
こ
、
ろ
よ
か
ら
す
。
そ
れ
を
い
か
に
と
申
に
」
と
懐
胎
の
由
来
を
述

べ
る
部
分
に
対
応
す
る
。
そ
こ
で
は
、
例
え
ば
「
か
し
ら
を
つ
く
ら
せ
た

ま
ふ
と
き
は
、
よ
ろ
つ
の
物
：
あ
ち
は
ひ
ち
か
い
て
あ
ま
き
物
は
に
か

く
、
に
か
き
物
は
あ
ま
く
な
る
」
な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
両
者

を
比
較
し
て
渡
辺
守
邦
氏
は
、
室
町
時
代
物
語
の
記
述
が
「
当
事
者
的
、

体
験
的
な
、
女
性
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
類
の
表
現
が
多
い
の
に
対

し
、
説
経
浄
瑠
璃
の
そ
れ
は
非
体
験
的
、
観
念
的
な
、
数
歩
距
離
を
置
い

祝

23)

た
傍
観
者
の
と
ら
え
か
た
で
あ
る
」
と
し
て
、
こ
れ
を
語
り
手
が
、
「
つ

ほ
む
」
に
代
表
さ
れ
る
女
性
か
ら
説
経
を
語
る
男
性
へ
移
っ
た
た
め
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
物
語
の
管
理
者
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
述
の
変
化

が
起
こ
っ
た
と
い
え
る
が
、
こ
の
一
見
付
足
し
的
に
見
え
る
部
分
は
、
室

町
時
代
物
語
か
ら
説
経
浄
瑠
瑞
の
移
行
に
合
い
し
省
略
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
語
り
手
が
、
〈
熊
野
の
本
地
〉
を
女
人
の
出
産
に
か

か
わ
る
物
語
と
し
て
意
識
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

黒
本
の
作
者
が
、
胎
内
十
月
の
由
来
を
省
略
し
た
の
は
、
も
は
や
そ
れ

が
、
庶
民
へ
の
懐
胎
の
神
秘
の
説
明
と
し
て
の
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
て

い
た
と
い
う
時
代
背
景
に
よ
る
。
し
か
し
、
〈
熊
野
の
本
地
〉
の
主
要
な

モ
チ
ー
フ
を
女
人
の
出
産
と
す
る
と
き
、
説
経
正
本
か
ら
黒
本
・
青
本
へ

の
移
行
に
際
し
胎
内
十
月
の
由
来
に
変
わ
る
べ
き
も
の
が
挿
入
さ
れ
て
し
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か
る
べ
ぎ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
、
勧
化
本
作
者
に
〈
熊
野
の
本
地
〉
が
委
ね
ら
れ
た

と
き
、
こ
の
場
面
が
ど
う
処
理
さ
れ
て
い
く
か
を
見
て
い
ぎ
た
い
。

四
、
「
父
母
恩
重
経
」
と
の
結
ぴ
つ
き

『
熊
野
権
現
霊
験
記
』
巻
之
四
冒
頭
、
無
事
王
子
を
出
産
し
た
宣
應
夫

人
が
般
呂
に
、
わ
か
首
は
、
野
慶
王
・
后
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
持
ち
い
き
、

わ
が
骸
は
小
袖
に
包
ん
で
捨
て
潰
く
よ
う
遺
言
し
て
、
首
を
打
た
れ
る
場

面

に

次

の

よ

う

な

註

が

あ

る

。

．

此
間
二
、
女
人
＋
ヶ
月
懐
胎
三
十
八
転
ノ
事
、
＋
ヶ
月
＋
仏
守
護
井

五
ヶ
月
メ
ニ
腹
帯
地
蔵
尊
ノ
コ
ト
、
胞
衣
井
膝
ノ
緒
ノ
事
、
安
産
ノ

伝
、
悉
ク
此
書
ノ
附
録
一
一
出
ス
（
此
二
略
ス
）

こ
の
場
面
に
読
み
進
ん
で
き
た
と
き
、
読
者
に
「
附
録
」
を
参
照
す
る

よ
う
指
示
す
る
が
、
説
経
正
本
と
は
ぼ
同
じ
箇
所
で
、
胎
内
十
月
の
由
米

を
物
語
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
『
勧
化
五
衰
殿
附
録
』

は
、
そ
の
所
在
が
明
ら
か
で
な
く
、
こ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
勧
化
本
で
は
こ

れ
よ
り
先
、
巻
之
二
宣
財
王
が
、
臨
月
の
ち
か
づ
い
た
宣
應
夫
人
の
た
め

に
出
産
の
用
意
を
す
る
場
面
、
つ
ま
り
、
室
町
時
代
物
語
に
近
い
箇
所

で
、
ま
た
、
次
の
よ
う
な
註
を
付
け
る
。

註
二
云
、
梵
漢
和
国
共
二
人
間
出
生
ハ
後
産
ヲ
納
ル
コ
ト
大
切
ナ

レ
、
天
竺
ニ
テ
ハ
観
無
鼠
寿
経
第
十
一
勢
至
観
二
不
処
胞
胎
ノ
コ
ト

ヲ
説
キ
玉
ヒ
、
父
母
恩
重
経
ニ
ハ
、
人
間
出
生
十
月
懐
胎
ノ
鉢
内
三

十
八
転
ノ
コ
ト
ヲ
説
キ
玉
フ
（
是
悉
ク
附
録
二
出
ス
）

『
観
無
量
舟
経
』
に
記
さ
れ
る
と
い
う
産
後
の
胞
衣
の
納
め
方
の
こ
と

は
措
く
と
し
て
、
こ
の
記
述
よ
り
、
胎
内
十
月
の
由
来
に
関
し
て
は
、

『
父
母
恩
童
経
』
を
引
用
し
て
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら

(24) 

れ
る
。『

父
母
恩
璽
経
』
は
、
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
偽
経
で
、
日
本
で
も
流
布

し
、
『
三
国
伝
記
』
巻
八
ノ
七
「
父
母
恩
徳
深
重
事
」
は
、
こ
の
経
の
異

本
で
あ
る
『
大
報
父
母
恩
重
経
』
に
拠
る
。
こ
の
二
種
の
経
は
、
江
戸
時

代
に
入
る
と
経
文
が
版
行
さ
れ
る
と
と
も
に
注
釈
害
も
多
く
著
さ
れ
、
版

本
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
c

・
『
大
報
父
母
恩
重
経
紗
』
（
亮
典
著
、
慶
安
三
年
刊
）

・
『
科
註
父
母
恩
重
経
』
（
亮
汰
著
、
寛
文
六
年
刊
）

・
『
仏
説
父
母
恩
重
経
直
解
』
（
玄
貞
著
、
寛
文
七
年
刊
）

・
『
父
母
恩
重
経
紗
』
（
亮
汰
著
、
延
宝
三
年
刊
）

・
『
父
母
恩
重
経
鼓
吹
』
（
玄
貞
著
、
貞
亨
元
年
刊
）

・
『
科
註
父
舟
恩
菫
経
岡
極
紗
」
（
真
賢
著
、
貞
享
元
年
刊
）

・
『
父
母
恩
重
経
話
談
抄
』
（
了
意
著
、
元
禄
元
年
刊
）

・
『
父
母
恩
重
経
絵
抄
』
（
元
禄
十
四
年
刊
）

・
『
父
母
恩
重
経
紗
和
解
』
（
雄
辮
著
、
享
保
十
二
年
刊
）

こ
の
う
ち
、
『
大
報
父
母
恩
重
経
紗
』
と
『
父
母
恩
重
経
絵
抄
』
は
、

『
大
報
父
母
恩
重
経
』
の
注
釈
書
で
、
経
文
・
註
と
も
に
他
本
と
異
な
る
。

『
附
録
』
に
引
く
も
の
が
ど
の
注
釈
書
に
拠
る
か
は
不
明
だ
が
、
「
人
間
出

生
十
月
懐
胎
ノ
昇
内
三
十
八
転
ノ
コ
ト
」
は
、
経
文
の
「
是
以
寄
乙
五
託
母

ス

ル

コ

ト

シ

テ

｀

ン

チ

キ

テ

シ

テ

ニ

ク

胎
懐
娠
十
月
、
歳
満
月
充
憂
愁
倶
暗
」
の
註
と
し
て
、
例
え
ば
、

『
科
註
父
母
恩
璽
経
岡
極
紗
』
に
も
引
か
れ
る
『
科
註
父
母
恩
重
経
』
を

増
補
し
た
同
じ
亮
汰
の
『
父
母
恩
重
経
紗
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

シ

テ

ヲ

ス

ガ

ヲ

懐
娠
十
月
者
、
涅
槃
経
云
、
満

I
I

足
十
月
証
炉
抱
我
身
一
懐
娠
者
、
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ニ

ハ

ノ

ム

ナ

リ

ジ

テ

ル

ニ

字
書
娠
女
妊
身
通
作
＞
身
也
。
＋
月
者
、
新
記
云
、
阿
難
問
経
云
、

テ

ム

ト
ニ

シ
テ

識
託
声
一
母
胎
1

凡
三
十
八
箇
七
日
。
毎
こ
七
日
1

各
有
二
風
一
吹
令
i
-

ト

ル

ニ

ノ

ヲ

テ

ナ

リ

変
易
一
（
名
為
ニ
ニ
転
）
。
計
1

一
三
十
八
箇
七
日
1

惣
二
百
六
十
六
日
。

夕

ゼ

バ

／

ニ

ク

成
五
箇
月
―
（
五
大
四
小
故
少
四
日

I

)

。
亦
準

II

五
王
経
ー
自
＞
此
巳

ス

ヲ

／

チ

サ

―

ー

シ

テ

カ

ン

ト

ニ

ニ

ス

ヲ

チ

前
典
＞
母
同
＞
気
。
ホ
後
四
日
将
欲
ら
伊
産
卑
ハ
五
母
別
公
気
。
則
九
月

四
日
。
渉
恥
十
月
一
。
今
云
』
野
生
且
論

II

月
満
↓

宋
の
元
照
の
『
千
皿
繭
盆
経
琉
新
記
』
に
引
く
『
阿
難
問
経
』
の
説
を
取

っ
て
胎
児
が
母
体
に
十
月
あ
る
理
由
を
、
七
日
ご
と
に
吹
く
風
に
よ
る
変

化
を
一
転
と
し
、
こ
れ
が
一
二
十
八
転
す
る
の
で
、
計
二
百
六
十
六
日
と
な

り
、
大
小
の
月
を
考
え
る
と
こ
れ
が
九
月
と
四
日
に
な
る
と
計
贔
的
に
説

明
す
る
。
こ
の
説
は
す
べ
て
の
注
釈
書
に
引
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
、
説

経
正
本
に
載
る
胎
内
十
月
の
変
化
と
そ
れ
を
守
護
す
る
仏
菩
薩
、
ま
た
、

五
ヵ
月
目
に
、
安
産
を
祈
願
し
て
腹
帯
地
蔵
に
詣
る
こ
と
、
産
後
の
胞

衣
・
膀
の
緒
の
始
末
に
つ
い
て
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
勧
化
本
に
お
い
て
の
説
明
は
、
説

経
正
本
に
比
し
て
さ
ら
に
観
念
的
あ
る
い
は
論
理
的
で
、
そ
こ
に
現
世
利

益
的
な
要
素
も
加
わ
り
、
仏
教
的
合
理
主
義
の
浸
透
が
感
じ
ら
れ
る
。
し

か
し
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
『
父
母
恩
重
経
鼓
吹
』
の
註
を
大
幅
に
取

り
入
れ
、
さ
ら
に
増
補
し
て
仮
名
書
き
に
和
ら
げ
た
『
父
母
恩
重
経
話
談

抄
』
に
は
、
同
じ
経
文
の
註
と
し
て
次
の
部
分
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

十
月
懐
胎
の
苦
悩
は
更
に
そ
の
限
り
な
し
。
胎
内
の
子
は
形
ち
B
に

し
た
が
ひ
て
増
り
て
長
じ
、
母
の
身
は
時
を
追
て
く
る
し
み
、
食
す

れ
ど
も
甘
か
ら
ず
、
寝
れ
ど
も
や
す
か
ら
ず
、
歩
む
に
わ
づ
ら
は
し

く
、
息
あ
え
ぎ
胸
し
づ
か
な
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
我
身
の
く
る
し
き

を
ば
か
へ
り
み
ず
、
た
ゞ
平
安
に
産
せ
ん
こ
と
を
の
み
お
も
ふ
。
す

で
に
月
み
ち
期
い
た
り
て
生
れ
ん
と
す
る
時
は
苦
し
み
な
や
む
は
筆

に
も
こ
と
葉
に
も
更
に
つ
く
す
べ
か
ら
ず
。

こ
こ
で
、
母
親
の
産
中
・
産
後
の
苦
し
み
が
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
子
供

が
そ
の
苦
し
み
を
思
っ
て
親
に
孝
を
尽
く
す
よ
う
説
く
た
め
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
が
、
勧
化
本
に
お
い
て
〈
熊
野
の
本
地
〉
と
結
び
付
け
ら
れ

て
い
た
と
す
る
と
き
、
そ
れ
は
、
お
産
を
経
験
せ
ご
る
を
え
な
い
女
性
に

具
体
的
な
症
状
を
示
す
も
の
へ
と
転
化
さ
れ
る
。

『
父
母
恩
重
経
話
談
抄
』
は
、
浅
意
了
意
の
仮
名
書
き
経
典
注
釈
書
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
誓
誉
の
『
安
倍
仲
麿
入
唐
記
」
『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』

二
部
作
は
同
じ
了
意
の
仮
名
草
子
「
安
倍
晴
明
物
語
』
（
寛
文
二
年
刊
）

に
拠
る
。
唱
導
師
と
し
て
の
先
達
で
あ
る
了
意
の
注
釈
書
を
誓
脊
は
参
考

に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
記
述
が
『
勧
化
五
衰
殿
附

録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
誓
昔
の
思
い
描
い
た
本
地
諏
は
、
妊

娠
・
出
産
の
具
体
的
な
描
写
を
持
つ
と
い
う
点
で
、
か
っ
て
の
室
町
時
代

物
語
に
も
近
似
し
た
も
の
と
な
る
。

五
、
安
産
祈
願
と
し
て
の
物
語

『
熊
野
権
現
霊
験
記
』
の
最
後
は
、
「
過
シ
享
保
ノ
初
メ
武
江
神
田
ノ
辺

二
老
婆
有
シ
ガ
一
子
ハ
役
ノ
小
角
ノ
述
ヲ
継
デ
修
験
者
也
」
と
し
て
、
作

者
が
、
か
っ
て
聞
い
た
老
婆
と
そ
の
子
供
の
会
話
を
回
想
す
る
と
い
う
か

た
ち
を
と
る
。
そ
こ
で
、
今
が
「
神
職
ハ
仏
ヲ
ニ
ク
ミ
、
仏
者
ハ
神
ヲ
賤

ム
」
世
で
あ
る
こ
と
を
嘆
く
修
験
者
の
言
葉
を
聞
い
た
母
は
、
頓
着
す
る

こ
と
な
く

別
シ
テ
女
ハ
三
十
三
卜
十
九
ト
ノ
厄
ハ
観
音
様
ノ
―

i

-

＋
三
身
十
九
説

法
ノ
御
利
益
ニ
テ
皆
コ
レ
女
ヲ
救
ヒ
玉
フ
。
三
十
三
ハ
産
重
産
ノ
音
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二
通
ジ
テ
産
重
キ
産
ヲ
軽
ク
ス
ル
ハ
是
又
二
求
両
願
ノ
御
利
益
ナ
レ

ド
、
我
ハ
早
ヤ
六
十
ヲ
過
タ
レ
バ
ソ
ノ
御
利
益
ハ
当
分
間
二
合
ネ

ド
、
一
子
ヲ
安
ク
産
デ
今
男
壮
ナ
レ
バ
、
コ
レ
則
説
欲
求
男
ノ
御
利

益
二
若
キ
時
預
リ
タ
レ
バ
、
此
上
ハ
往
生
ガ
難
産
デ
ナ
ヒ
様
二
観
音

様
ノ
運
華
二
永
ク
胎
テ
居
ヌ
様
卜
思
ヒ

と
ひ
た
す
ら
観
世
音
菩
祓
を
信
仰
し
て
き
た
こ
と
を
語
る
。
こ
こ
で
、
熊

野
の
本
地
諒
を
思
い
起
せ
ば
、
五
衰
殿
女
御
は
、

H
々
、
観
世
音
菩
薩
を

信
仰
し
、
深
い
山
中
で
の
出
産
も
そ
の
功
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
回
想
部
は
、
虚
構
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
作
者
は
、
読
者
を
ご
く

あ
り
ふ
れ
た
現
実
世
界
に
引
苔
戻
し
、
そ
の
視
座
か
ら
中
冊
の
物
語
を
再

度
認
識
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
本
地
諏
の
核
心
が
、
観
音
信
仰
に

よ
る
女
人
救
済
、
と
り
わ
け
出
産
の
無
事
を
願
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
印

象
付
け
る
。

熊
野
の
本
地
諏
を
載
せ
る
も
の
と
し
て
は
最
も
古
い
「
神
道
集
』
巻
二

之
六
「
熊
野
権
現
事
」
で
は
、
懐
胎
の
由
来
の
こ
と
は
な
い
が
、
后
が
侍

シ

テ

ニ

ヌ

ニ

シ

テ

ラ

に
語
る
遺
言
の
う
ち
に
、
「
我
身
但
不
＞
成
今
月
五
月
成
身
、
々
不
＞
成
死

ノ

ヲ

ラ

ル

ヘ

キ

ミ

ヲ

テ

ム

コ

ッ

ケ

レ

ニ

ハ

事
悲
、
又
未
来
一
デ
鵜
羽
妻
鳥
ー
物
成
、
胎
内
子
取
、
堪
難
苦
受
悲

ヲ

ル

ノ

ヲ

ム

事
五
百
生
経
間
、
其
苦
悲
、
黒
縄
地
獄
不
＞
異
」
と
い
う
く
だ
り
が
あ

る
。
「
鵜
羽
妻
鳥
（
ウ
ブ
メ
ド
リ
）
」
と
は
、
『
本
草
桐
目
』
に
「
是
産
婦

死
後
化
作
」
と
あ
る
よ
う
に
、
死
ん
だ
産
婦
の
化
し
た
妖
烏
で
あ
る
。
子

を
生
ま
ず
し
て
死
ぬ
と
姑
獲
鳥
と
な
っ
て
他
人
の
胎
内
の
子
を
と
る
と
い

う
永
劫
の
苦
し
み
を
受
け
、
そ
の
罪
は
黒
縄
地
獄
（
殺
人
・
人
を
縛
っ
て

金
を
盗
ん
だ
者
の
堕
ち
る
地
獄
）
の
苦
し
み
に
異
な
ら
な
い
と
い
う
。

こ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
は
、
増
穂
残
口
が
『
艶
道
通
鑑
』
（
正
徳

年
間
刊
）
の
な
か
で
歌
比
丘
尼
に
つ
い
て
記
し
た
「
脇
挟
し
文
匝
に
巻
物

、
、
、
、
、

入
て
、
地
獄
の
絵
説
し
血
の
池
の
祗
を
い
ま
せ
、
不
産
女
の
裏
を
泣
す
る

業
を
し
」
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
産
死
の
女
性
は
、
血
の
稜
れ
（
赤
不

浄
）
、
死
の
稿
れ
（
黒
不
浄
）
、
産
の
稿
れ
（
白
不
浄
）
の
三
つ
の
稿
れ
に

ま
み
れ
て
お
り
、
そ
の
罪
は
死
者
の
中
で
も
特
に
重
く
、
必
ず
血
の
池
地

(20) 

獄
に
堕
ち
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
後
年
の
も
の
で
は
あ
る

が
、
『
嬉
遊
笑
覧
』
（
文
政
十
三
年
序
）
は
、
熊
野
比
丘
尼
が
行
な
っ
た
唱

歌
を
「
説
経
祭
文
に
う
ま
ず
め
ぢ
ご
く
血
の
池
ぢ
ご
く
と
い
ふ
も
の
あ

、
、
、

り
。
是
は
偽
経
の
血
盆
経
に
よ
り
て
作
れ
る
も
の
な
り
。
比
丘
尼
こ
れ
を

う
た
ひ
し
な
る
べ
し
」
と
解
す
る
。
こ
こ
で
、
日
本
版
血
盆
経
の
ひ
と
つ

(26} 

で
あ
る
『
仏
説
大
蔵
正
経
血
盆
経
』
に
つ
い
て
見
る
と
、
女
人
が
血
の
池

地
獄
に
堕
ち
る
理
由
を
「
只
是
女
人
産
下
1

一
血
露
1

汚
1

一
触
地
神
こ
た
め
と

す
る
。
こ
こ
で
は
、
産
血
が
忌
む
べ
き
こ
と
の
み
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
や

は
り
出
産
と
血
の
池
地
獄
の
関
係
が
説
か
れ
て
い
る
。

近
世
初
頭
の
風
俗
図
屏
風
の
な
か
に
は
、
女
子
供
を
前
に
し
て
『
熊
野

観
心
十
界
曼
荼
羅
』
を
絵
解
き
す
る
熊
野
比
丘
尼
の
図
を
載
せ
る
も
の
が

(27) 

あ
る
。
こ
の
曼
荼
薙
に
は
、
地
獄
極
楽
の
図
が
あ
り
、
熊
野
比
丘
尼
は
、

お
も
に
こ
の
絵
図
を
絵
解
き
し
て
勧
進
を
行
な
っ
て
い
た
。
か
っ
て
町
比

丘
尼
と
し
て
熊
野
勧
進
を
行
な
っ
て
い
た
岡
山
県
邑
久
郡
の
武
久
家
に

は
、
現
在
も
『
熊
野
観
心
十
界
曼
荼
羅
』
、
『
熊
野
那
智
参
詣
曼
荼
羅
』
、

熊
野
牛
王
宝
印
版
木
と
と
も
に
絵
巻
『
熊
野
権
現
緑
起
絵
』
が
伝
わ
っ
て

ぃ
組
〈
熊
野
の
本
地
〉
が
、
熊
野
比
丘
尼
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
か

ど
う
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
明
確
で
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
本
地
諏
で
は
、

苦
難
の
末
山
中
で
異
常
出
産
を
行
な
っ
た
五
衰
殿
女
御
が
垂
逃
し
て
結
ぶ

の
宮
と
な
る
。
も
し
こ
れ
が
熊
野
比
丘
尼
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
と
す

れ
ば
、
五
衰
殿
女
御
懐
胎
の
場
面
お
よ
び
山
中
で
の
出
産
場
面
で
は
、
妊
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娠
・
出
産
の
具
体
的
な
描
写
を
交
え
つ
つ
、
そ
の
産
稿
の
罪
が
五
衰
殿
女

御
を
祀
る
熊
野
権
現
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
と
説
い
て
い

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

『
熊
野
権
現
壼
験
記
』
の
先
の
回
想
部
は
、
三
十
歳
ほ
ど
の
比
丘
尼
と

連
れ
立
っ
て
芝
増
上
寺
内
の
熊
野
三
所
権
現
祠
に
や
っ
て
き
た
老
姿
が
、

お
り
か
ら
弥
生
の
長
閑
さ
に
、
烏
居
の
前
で
う
と
う
と
す
る
と
、
夢
に
尊

い
山
伏
が
顕
れ
て

汝
幸
ワ
レ
ヲ
信
ズ
ル
故
二
、
今
汝
二
物
語
ス
ル
コ
ト
有
、
一
切
ノ
女

人
ハ
熊
野
権
現
ヲ
信
ゼ
バ
ニ
世
ノ
願
ヒ
咸
ク
成
就
ス
ベ
シ
。
別
シ
テ

難
産
持
籠
ノ
死
ヲ
救
ハ
ン
。
今
我
云
コ
ト
ヲ
信
ジ
テ
一
切
ノ
衆
生
、

別
シ
テ
女
人
ヲ
勧
ム
ベ
シ
。
災
難
ヲ
救
ヒ
安
産
ヲ
守
ラ
ン
ト
テ
示
シ

玉
フ

と
し
て
終
わ
る
。
『
熊
野
権
現
霊
験
記
』
で
は
、
宣
應
夫
人
の
妊
娠
・
出
産

の
二
場
面
に
註
を
付
け
て
、
特
に
、
そ
の
場
面
か
ら
読
み
取
る
べ
き
こ
と

を
読
者
に
示
す
。
そ
れ
は
こ
の
最
後
の
詞
章
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
作
者

が
、
〈
熊
野
の
本
地
〉
を
勧
化
本
と
し
て
形
象
化
す
る
に
あ
た
っ
て
最
も

重
要
な
場
面
と
し
て
捉
え
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
読

者
に
印
象
付
け
る
た
め
に
、
説
経
正
本
に
記
さ
れ
る
胎
内
十
月
の
由
来
を

補
強
す
る
も
の
と
し
て
『
父
母
恩
重
経
』
の
注
釈
が
新
た
に
引
用
さ
れ

た
。
し
か
し
、
産
稿
の
罪
の
救
済
か
ら
現
世
利
益
的
な
安
産
祈
顧
へ
の
変

質
、
ま
た
、
懐
胎
の
由
来
が
説
経
正
本
に
比
し
て
よ
り
合
理
的
に
説
明
さ

れ
て
い
る
の
は
、
宝
暦
期
の
読
者
あ
る
い
は
聴
者
を
意
識
し
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。

説
経
浄
瑠
璃
以
後
の
浄
瑠
璃
で
熊
野
信
仰
を
扱
っ
た
も
の
に
、
『
本
朝

五
翠
殿
』
（
紀
海
音
作
、
正
徳
五
年
末
頃
豊
竹
座
初
演
ヵ
）
、
『
熊
野
権
現

烏
牛
王
j

（
錦
文
流
作
、
享
保
四
年
竹
本
座
初
演
）
が
あ
る
。
ま
た
勧
化

本
「
道
成
寺
霊
縦
記
』
（
礼
淵
著
、
寛
延
三
年
刊
）
巻
五
に
は
、
『
本
朝
怪

談
故
事
』
（
厚
誉
著
、
正
徳
六
年
刊
）
巻
四
之
十
六
に
載
る
熊
野
三
社
権

現
の
縁
起
を
ひ
く
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
室
町
時
代
物
語
と
し
て
の

〈
熊
野
の
本
地
〉
を
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
本
地
謁
は
、
宝
暦
期

に
至
っ
て
、
黒
本
・
青
本
『
五
衰
殿
熊
野
本
地
』
、
勧
化
本
『
勧
化
五
衰

殿
』
『
勧
化
五
衰
殿
附
録
』
と
い
っ
た
作
品
に
よ
っ
て
再
び
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。
本
地
諌
の
な
か
に
は
、
臼
諏
訪
本
地
〉
や
〈
中
将
姫

本
地
〉
の
よ
う
に
そ
の
後
も
、
歌
舞
伎
・
浄
瑠
璃
、
ま
た
読
本
と
い
っ
た

ジ
ャ
ン
ル
の
な
か
で
再
三
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
ら
に
比
し
て
、
〈
熊
野
の
本
地
〉
は
、
勧
化
本
の
再
版
を
別
に

す
れ
ば
、
こ
の
江
戸
中
期
の
二
作
品
を
も
っ
て
終
わ
り
と
す
る
。
そ
の
ひ

と
つ
の
理
由
と
し
て
都
市
に
お
け
る
熊
野
信
仰
の
衰
退
と
い
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
江
戸
市
中
の
熊
野
杜
の
数
は
多
く
、
浅
草
寺
の
境

内
に
も
そ
の
社
が
勧
進
し
て
祀
ら
れ
て
い
た

0

歌
舞
伎
．
浄
瑠
瑞
で
は
、

熊
野
を
舞
台
と
す
る
「
道
成
寺
」
「
小
栗
判
官
」
関
係
の
作
品
が
繰
り
返

し
上
演
さ
れ
て
お
り
、
人
々
は
、
そ
れ
ら
を
と
お
し
て
熊
野
へ
の
関
心
を

持
ち
続
け
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
本
地
諜
が
衰
退
し
た
わ
け
を
、
黒
本
・
青
本
『
五
衰
殿
熊
野
本
地
」

と
い
う
作
品
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
作
品

が
、
本
来
〈
熊
野
の
本
地
〉
の
核
心
を
な
す
は
ず
の
女
人
の
嫉
妬
と
出
産

結

語
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を
軽
く
扱
い
、
専
ら
筋
の
み
を
追
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の

本

質

が

物

語

か

ら

欠

落

し

て

い

く

と

き

そ

の

物

語

自

体

も

死

滅

し

て

い

く
。
勧
化
本
『
勧
化
五
衰
殿
』
『
勧
化
五
衰
殿
附
録
』
は
、
そ
の
部
分
に

新
た
な
仏
教
的
解
釈
を
施
し
て
光
を
あ
て
よ
う
と
し
た
が
、
も
は
や
庶
民

の
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
再
版
に
際

し
女
人
懐
胎
の
緑
起
を
載
せ
る
『
勧
化
五
衰
殿
附
録
』
が
出
版
さ
れ
な
か

っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
勧
化
本
の
筋
と
趣
向
の
み
が
貴
ば
れ
た
こ
と
の
証

と
も
な
ろ
う
か
。
こ
の
後
、
嫉
妬
は
、
累
物
で
扱
わ
れ
、
山
中
で
の
異
常

出
産
は
、
小
夜
の
中
山
物
の
な
か
で
、
そ
の
怪
奇
さ
の
み
が
強
調
さ
れ
て

い
く
。
そ
し
て
、
女
人
の
嫉
妬
と
出
産
と
い
う
問
題
は
、
文
化
・
文
政
期

の
四
冊
鶴
屋
南
北
の
一
連
の
作
品
の
な
か
で
、
民
俗
信
仰
を
背
景
と
し
、

か
た
ち
を
変
え
て
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

注
1
.
2

こ
の
二
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
そ
の
所
在
が
不
明
の
た
め
「
説
経
正
本
集
」

第
一
（
昭
和
四
三
年
角
川
書
店
）
の
解
題
に
拠
る
。

3

横
山
正
氏
「
「
ご
す
い
で
ん
』
の
一
異
本
の
紹
介
」
（
「
近
世
演
劇
孜
』
昭
和
六

二
年
和
泉
書
院
所
収
）
に
翻
刻
が
あ
る
。
な
お
、
横
山
氏
は
A
の
系
統
を
古
浄
瑠

塙
正
本
と
さ
れ
て
い
る
。

4

松
本
隆
信
氏
「
中
世
に
お
け
る
本
地
物
の
研
究
一
」
（
『
斯
道
文
胆
論
集
』
第
九

輯
、
昭
和
四
六
年
十
二
月
）
参
照
。

5

水
谷
不
倒
「
浄
瑠
璃
絵
人
本
所
在
目
録
』
（
『
水
谷
不
倒
著
作
集
』
第
四
巻
、
昭

和
四
九
年
中
央
公
論
社
所
収
）
、
同
「
古
版
小
説
挿
画
史
』
（
「
水
谷
不
倒
著
作
集
｀

第
五
巻
、
昭
和
四
八
年
中
央
公
論
社
所
収
）
参
照
。

6

昭
和
二
六
年
新
潮
社
。
な
お
九
種
の
作
品
は
、
『
富
士
浅
間
物
語
」
（
延
享
五

年
）
、
『
玉
津
島
由
来
』
（
宝
暦
二
年
）
、
『
丹
後
国
鉄
焼
地
蔵
』
（
宝
暦
四
年
）
、
「
甲

賀
三
郎
』
（
宝
暦
九
年
）
、
翌
衰
殿
熊
野
本
地
』
（
宝
暦
十
一
年
）
、
「
吾
凄
権
現
由

来
』
（
宝
暦
十
二
年
）
、
『
甲
賀
三
郎
―
一
一
本
刀
』
（
明
和
六
年
）
、
『
弘
法
大
師
御
本

地
』
（
刊
年
未
詳
）
、
『
達
磨
出
生
記
』
（
刊
年
未
詳
）
。

7
.
8

水
谷
不
倒
『
新
修
絵
入
浄
瑠
璃
史
j

(

『
水
谷
不
倒
著
作
集
」
第
囮
巻
、
昭

和
四
九
年
中
央
公
論
社
所
収
）
。

9

本
書
に
は
刊
記
が
な
い
が
、
『
心
繹
色
里
通
』
終

T
の
「
巳
正
月
麟
目
録
」
に

そ
の
名
が
見
え
る
。
浜
田
義
一
郎
氏
は
、
『
色
里
通
』
の
刊
年
に
つ
い
て
「
仔
細

に
調
べ
て
見
る
と
、
宝
暦
十
一
巳
年
よ
り
も
安
永
二
已
年
の
可
能
性
が
強
」
い
と

さ
れ
る
（
「
遠
環
色
里
通
の
刊
年
と
鳥
居
消
経
の
初
作
と
」
『
か
が
み
』
昭
和
三
五

年
十
月
）
が
、
い
ま
は
、
諸
目
録
の
記
載
に
従
っ
て
お
く
。
な
お
、
本
書
の
翻
刻

お
よ
び
注
釈
に
つ
い
て
は
拙
稿
（
『
江
戸
の
絵
本
IV
』
昭
和
六
四
年
国
書
刊
行
会

所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

10

岩
波
講
座
『
日
本
文
学
史
』
第
八
巻
（
昭
和
三
三
年
）
c

11

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
彦
氏
の
「
文
運
東
漸
」
（
『
中
村
幸
彦
薯
述

集
』
第
四
巻
、
昭
和
六
―
一
年
中
央
公
論
社
所
収
）
に
詳
し
い
。

12

勧
化
本
『
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
巻
末
の
広
告
に
、
「
勧
化
五
衰
殿
（
熊
野
山
本

地
縁
起
／
沙
門
誓
誉
編
）
五
冊
、
勧
化
五
衰
殿
附
録
（
前
編
モ
レ
ク
ル
コ
ト
ヲ
記

シ
／
女
人
懐
胎
ノ
ヱ
ン
ギ
ヲ
記
ス
）
二
冊
」
と
見
え
る
c

13

こ
れ
ら
再
版
本
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
仏
教
長
編
小
説
と
同
話
柄
の
黒

本
・
青
本
1

そ
の
素
材
と
作
品
化
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
黒
本
・
青
本
の
研
究

と
用
語
索
引
』
平
成
四
年
国
書
刊
行
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

14

こ
の
『
熊
野
権
現
霊
験
記
』
に
は
、
さ
ら
に
後
刷
り
と
し
て
、
刊
記
を
「
書
房

大
阪
心
斎
橋
通
文
繍
堂
河
内
屋
平
七
」
と
す
る
も
の
（
岩
瀬
文
庫
蔵
本
）
、

ま
た
「
発
行
書
房
長
州
萩
西
田
町
熊
城
七
郎
左
衛
門
／
同
呉
服
町
山
城
屋

孫
十
郎
／
芸
州
広
嶋
本
町
革
屋
町
柏
原
屋
定
五
郎
／
備
中
倉
敷
井
上
町
板
屋

謙
次
／
備
前
岡
山
橋
本
町
上
屋
孫
兵
衛
／
同
西
大
寺
町
中
嶋
屋
益
吉
／
同

郡
屋
興
四
郎
／
三
州
岡
崎
連
尺
町
本
屋
文
吉
／
尾
州
名
古
屋
橘
町
上
切
岡
田

屋
平
次
郎
／
勢
州
桑
名
魚
之
棚
糀
屋
偲
四
郎
／
美
濃
大
垣
本
町
茶
屋
源
蔵
／

大
坂
心
斎
橋
通
南
久
太
郎
町
秋
田
屋
市
兵
衛
」
と
す
る
も
の
（
東
京
大
学
総
合

図
書
館
蔵
本
）
が
あ
る
。
な
お
、
神
道
大
系
神
社
絹
四
十
三
『
熊
野
三
山
』
（
平

成
元
年
神
道
大
系
網
纂
会
）
に
、
故
宮
地
直
一
氏
所
蔽
本
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
解
題
で
は
、
『
勧
化
五
衰
殿
』
の
改
題
本
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
c

15

松
本
隆
信
氏
「
熊
野
本
地
膵
成
立
考
ー
民
俗
文
学
と
し
て
見
た
室
町
時
代
物

語
」
（
『
中
世
庶
民
文
学
』
平
成
元
年
汲
古
書
院
所
収
）
c
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16

貴
志
正
造
訳
『
神
道
梨
』
（
東
洋
文
廂
、
昭
和
四
二
年
平
凡
社
）
の
注
で
は
、

こ
の
「
赤
虫
」
を
「
未
詳
。
熊
野
地
方
特
有
の
蟻
の
こ
と
ら
し
い
」
と
し
て
い

る。
17

注
15
に
同
じ
。

18

「
唱
導
と
本
地
文
学
と
」
（
「
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
年
九
月
、
『
筑
土
鈴
寛
著

作
集
』
第
三
巻
、
昭
和
五
一
年
せ
り
か
害
房
所
収
）
c

19

こ
の
く
だ
り
は
、
惣
兵
衛
版
・
元
禄
版
『
ご
す
い
で
ん
』
に
も
見
え
『
熊
野
権

現
記
こ
す
い
て
ん
』
に
も
『
説
経
正
本
集
』
所
載
の
挿
絵
よ
り
記
述
が
あ
る
こ
と

が
知
れ
る
。
懐
胎
十
月
の
由
来
は
、
後
述
の
よ
う
に
『
生
下
未
分
抄
」
に
出
る
と

い
う
が
、
説
経
や
歌
祭
文
に
よ
っ
て
始
め
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

ヵ
20

『
日
本
歌
謡
集
成
』
第
入
巻
（
昭
和
一
一
一
年
春
秋
社
）
所
収
。

21

岩
波
古
典
文
学
大
系
『
風
来
山
人
集
」
（
昭
和
三
七
年
）
頭
注
参
照
。
な
お
、

こ
の
興
業
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
無
整
の
『
見
世
物
研
究
」
（
昭
和
三
年
春
陽
堂
）

に
詳
し
い
。
ま
た
、
「
竹
田
芝
居
絵
尽
本
一
一
種
』
（
大
阪
府
立
中
之
島
闊
書
館
蔵
）

の
な
か
に
「
か
ら
く
り
懐
胎
十
月
図
」
の
あ
る
こ
と
を
、
丹
和
浩
氏
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
注
22
参
照
）
。

22

丹
和
浩
氏
「
黄
表
紙
『
黄
金
山
福
蔵
実
記
』
」
（
「
平
成
2
年
度
科
学
研
究
費
に

よ
る
草
双
紙
研
究
報
告
書
』
平
成
二
年
六
月
）
に
翻
刻
と
注
釈
が
載
る
。

23

「
本
地
物
語
類
研
究
序
説
（
二
）
ー
ー
山
内
部
兆
候
に
み
る
語
り
手
ー
」
（
「
大
妻

女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
昭
和
四
五
年
一
二
月
）
。

24

盟
孝
正
本
『
ご
す
い
で
ん
』
に
は
、
「
経
文
を
開
時
は
、
父
母
の
を
ん
を
し
ら

ざ
る
は
、
只
ぼ
く
せ
き
に
こ
と
な
ら
す
」
と
あ
っ
て
、
説
経
正
本
に
於
い
て
既

に
、
こ
の
物
語
と
『
父
母
恩
重
経
j

の
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
こ
と
か
考
え
ら
れ
る

が
、
丹
緑
本
に
は
、
ま
た
「
も
く
れ
ん
そ
ん
じ
や
は
、
御
は
f

の
が
き
だ
う
へ
を

ち
名
せ
た
も
ふ
を
か
な
し
み
、
七
月
に
い
り
、
う
ら
ほ
ん
き
や
う
を
じ
ゅ
じ
」
と

あ
っ
て
、
『
父
母
恩
重
経
』
と
関
係
の
深
い
「
孟
蘭
盆
経
」
を
ひ
い
て
い
る
e

こ

の
ふ
た
つ
の
経
典
と
物
語
の
関
係
に
つ
い
て
は

r

稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

25

佐
々
木
孝
正
氏
「
流
潅
頂
と
民
俗
」
（
H

講
座
日
本
の
民
俗
宗
教

2
」
昭
和
五
五

年
弘
文
堂
）
参
照
。

26

日
本
版
血
盆
経
に
つ
い
て
は
、
武
見
李
子
氏
「
『
血
盆
経
』
の
系
譜
と
そ
の
信

仰
」
（
『
仏
教
民
俗
研
究
』

3
号
昭
和
五
一
年
）
、
「
日
本
に
お
け
る
血
盆
経
信
仰
に

つ
い
て
」
（
「
日
本
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
』
昭
和
五
三
年
大
蔵
出
版
）
に
詳
し

い
。
な
お
注
釈
書
と
し
て
松
営
の
「
仏
説
大
蔵
正
経
血
盆
経
和
解
』
（
正
徳
一
二
癸

巳
年
／
京
五
条
通
東
洞
院
東
ヱ
入
ル
丁
／
福
森
兵
左
術
門
／
江
戸
本
白
銀
町
／
古

川
避
七
／
大
坂
高
麗
橋
一
町
目
／
吉
野
屋
五
兵
衛
）
が
あ
る
。

27

①
萩
原
龍
夫
氏
『
巫
女
と
仏
教
史
』
（
昭
和
五
八
年
吉
川
弘
文
館
）
②
林
雅
彦

氏
『
増
補
日
本
の
絵
解
き
！
資
料
と
研
究
ー
ー
ー
』
（
昭
和
五
九
年
三
弥
井
書
店
）

参
照
。

28

注
27
①
参
照
。

本
稿
は
筑
波
大
学
国
語
国
文
学
会
第
一
五
回
大
会
（
平
成
三
年
九
月
ニ
―
日
）
に
於

け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
資
料
の

閲
覧
、
複
写
を
お
許
し
下
さ
っ
た
諸
機
関
に
対
し
、
ま
た
、
御
示
教
を
賜
わ
っ
た
井
濃

内
典
子
、
稲
垣
泰
一
両
先
生
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
東
京
成
徳
短
期
大
学
専
任
講
師
）
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